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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光軸を中心軸とする固定筒と、
　前記固定筒と同軸でその固定筒の光軸方向の中間位置に後端がくるように配置され、前
記固定筒に対して移動可能に設けられ、この移動によってレンズを前記固定筒に対して駆
動する移動筒と、
　前記固定筒と同軸かつ空間部を介して配置され、前記移動筒よりも外周側であってその
移動筒の後端よりも光軸方向の後側に設けられた外筒と、
　前記移動筒を前記固定筒に対して移動させる駆動力を前記移動筒に伝達する回転部材と
、
　前記空間部に配置されるように前記固定筒に一体に設けられ、前記回転部材の回転軸を
支持する支持部と
　を備えるレンズ鏡筒。
【請求項２】
　レンズが収容されている略筒形状の収容部と、
　前記収容部と同軸でその収容部の光軸方向の中間位置に後端がくるように配置され、前
記収容部に対して移動可能に設けられ、この移動によって前記レンズを前記収容部に対し
て駆動する略筒形状の移動部と、
　前記収容部と同軸かつ空間部を介して配置され、前記移動筒よりも外周側であってその
移動筒の後端よりも光軸方向の後側に設けられた外筒と、
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　前記移動部を前記収容部に対して移動させる駆動力を前記移動部に伝達する回転部材と
、
　前記空間部に配置されるように前記収容部に一体に設けられ、前記回転部材の回転軸を
支持する支持部と
　を備えるレンズ鏡筒。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のレンズ鏡筒において、
　前記回転部材を複数含み、
　前記複数の回転部材は、前記回転軸が前記光軸に対して平行に配置され、
　これらの回転軸は、前記空間部内であって、かつ、前記光軸又はその近傍を中心とする
軸回りに配置されること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項４】
　請求項１又は請求項２に記載のレンズ鏡筒において、
　前記駆動力を発生するアクチュエータを備え、
　前記支持部は、その周面から径方向につば状に突き出して形成された第１の支持部を有
し、
　前記支持部は、前記第１の支持部の一方の面で前記回転軸を支持し、前記第１の支持部
の他方の面で前記アクチュエータを支持すること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項５】
　請求項４に記載のレンズ鏡筒において、
　前記支持部は、前記アクチュエータを、前記回転部材を支持している位置と前記光軸の
回り方向において異なる位置で支持すること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項６】
　請求項３から請求項５のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒において、
　前記回転部材は、前記アクチュエータの出力が伝達される第１ギア及び前記移動部に設
けられた移動部側ギアと噛合可能な最終ギアを含むギア列であること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項７】
　請求項６に記載のレンズ鏡筒において、
　前記ギア列は、前記回転軸が前記レンズの光軸に対して平行に配置され、
　これらの回転軸は、前記光軸又はその近傍を中心とする軸回りに配置されること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項８】
　請求項６に記載のレンズ鏡筒において、
　前記アクチュエータの出力軸、及び、前記ギア列の前記回転軸は、前記レンズの光軸に
対して平行に配置され、
　前記出力軸及び前記回転軸は、前記光軸又はその近傍を中心とする軸回りに配置される
こと
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項９】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒において、
　前記回転部材を複数含み、
　前記複数の回転部材は、前記回転軸が前記レンズの光軸に対して平行に配置され、
　これらの回転軸は、前記光軸又はその近傍を中心とする軸回りに配置されること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒において、



(3) JP 4992435 B2 2012.8.8

10

20

30

40

50

　前記支持部は、前記回転軸の一端側を支持する第１の支持部を含む第１の部分と、前記
回転軸の他端側を支持する第２の支持部を含む第２の部分とによって形成されること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項１１】
　請求項１に記載のレンズ鏡筒において、
　カメラ本体に設けられたカメラ側マウントに対して着脱可能に係合し、前記固定部を前
記カメラ本体に対して固定する鏡筒側マウントを備えること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【請求項１２】
　請求項２に記載のレンズ鏡筒において、
　カメラ本体に設けられたカメラ側マウントに対して着脱可能に係合し、前記収容部を前
記カメラ本体に対して固定する鏡筒側マウントを備えること
　を特徴とするレンズ鏡筒。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズ鏡筒に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　カメラシステム等に使用される交換レンズは、レンズを駆動するアクチュエータとこの
アクチュエータの出力を伝達するギア列とが予めユニット化された駆動ユニットを備えた
ものが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平６－１１６３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、この従来の交換レンズは、駆動ユニットの固定筒に対する組立誤差に起因して
ギア列と被駆動部材に設けられたギアとの噛み合い不良が発生する可能性がある。
　本発明の課題は、組立精度が向上したレンズ鏡筒を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　前記課題を解決するために、請求項１の発明は、光軸を中心軸とする固定筒と、前記固
定筒と同軸でその固定筒の光軸方向の中間位置に後端がくるように配置され、前記固定筒
に対して移動可能に設けられ、この移動によってレンズを前記固定筒に対して駆動する移
動筒と、前記固定筒と同軸かつ空間部を介して配置され、前記移動筒よりも外周側であっ
てその移動筒の後端よりも光軸方向の後側に設けられた外筒と、前記移動筒を前記固定筒
に対して移動させる駆動力を前記移動筒に伝達する回転部材と、前記空間部に配置される
ように前記固定筒に一体に設けられ、前記回転部材の回転軸を支持する支持部とを備える
レンズ鏡筒である。
【０００５】
　請求項２の発明は、レンズが収容されている略筒形状の収容部と、前記収容部と同軸で
その収容部の光軸方向の中間位置に後端がくるように配置され、前記収容部に対して移動
可能に設けられ、この移動によって前記レンズを前記収容部に対して駆動する略筒形状の
移動部と、前記収容部と同軸かつ空間部を介して配置され、前記移動筒よりも外周側であ
ってその移動筒の後端よりも光軸方向の後側に設けられた外筒と、前記移動部を前記収容
部に対して移動させる駆動力を前記移動部に伝達する回転部材と、前記空間部に配置され
るように前記収容部に一体に設けられ、前記回転部材の回転軸を支持する支持部とを備え
るレンズ鏡筒である。
【０００６】
　請求項３の発明は、請求項１又は請求項２に記載のレンズ鏡筒において、前記回転部材
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を複数含み、前記複数の回転部材は、前記回転軸が前記光軸に対して平行に配置され、こ
れらの回転軸は、前記空間部内であって、かつ、前記光軸又はその近傍を中心とする軸回
りに配置されることを特徴とするレンズ鏡筒である。
　請求項４の発明は、請求項１又は請求項２に記載のレンズ鏡筒において、前記駆動力を
発生するアクチュエータを備え、前記支持部は、その周面から径方向につば状に突き出し
て形成された第１の支持部を有し、前記支持部は、前記第１の支持部の一方の面で前記回
転軸を支持し、前記第１の支持部の他方の面で前記アクチュエータを支持することを特徴
とするレンズ鏡筒である。
　請求項５の発明は、請求項４に記載のレンズ鏡筒において、前記支持部は、前記アクチ
ュエータを、前記回転部材を支持している位置と前記光軸の回り方向において異なる位置
で支持することを特徴とするレンズ鏡筒である。
　請求項６の発明は、請求項３から請求項５のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒において
、前記回転部材は、前記アクチュエータの出力が伝達される第１ギア及び前記移動部に設
けられた移動部側ギアと噛合可能な最終ギアを含むギア列であることを特徴とするレンズ
鏡筒である。
　請求項７の発明は、請求項６に記載のレンズ鏡筒において、前記ギア列は、前記回転軸
が前記レンズの光軸に対して平行に配置され、これらの回転軸は、前記光軸又はその近傍
を中心とする軸回りに配置されることを特徴とするレンズ鏡筒である。
　請求項８の発明は、請求項６に記載のレンズ鏡筒において、前記アクチュエータの出力
軸、及び、前記ギア列の前記回転軸は、前記レンズの光軸に対して平行に配置され、前記
出力軸及び前記回転軸は、前記光軸又はその近傍を中心とする軸回りに配置されることを
特徴とするレンズ鏡筒である。
　請求項９の発明は、請求項１から請求項５のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒において
、前記回転部材を複数含み、前記複数の回転部材は、前記回転軸が前記レンズの光軸に対
して平行に配置され、これらの回転軸は、前記光軸又はその近傍を中心とする軸回りに配
置されることを特徴とするレンズ鏡筒。
【０００７】
　請求項１０の発明は、請求項１から請求項９のいずれか１項に記載のレンズ鏡筒におい
て、前記支持部は、前記回転軸の一端側を支持する第１の支持部を含む第１の部分と、前
記回転軸の他端側を支持する第２の支持部を含む第２の部分とによって形成されることを
特徴とするレンズ鏡筒である。
　請求項１１の発明は、請求項１に記載のレンズ鏡筒において、カメラ本体に設けられた
カメラ側マウントに対して着脱可能に係合し、前記固定部を前記カメラ本体に対して固定
する鏡筒側マウントを備えることを特徴とするレンズ鏡筒である。
【０００８】
　請求項１２の発明は、請求項２に記載のレンズ鏡筒において、カメラ本体に設けられた
カメラ側マウントに対して着脱可能に係合し、前記収容部を前記カメラ本体に対して固定
する鏡筒側マウントを備えることを特徴とするレンズ鏡筒である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、組立精度が向上したレンズ鏡筒を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
［第１実施形態］
　以下、図面等を参照して、本発明の実施形態をあげて、さらに詳しく説明する。なお、
以下の実施形態は、レンズ鏡筒として交換レンズを例にとって説明する。
　第１実施形態の交換レンズは、図示しないカメラ本体とともにカメラシステムを形成す
るものであり、カメラ本体に着脱可能に装着されるようになっている。交換レンズは、公
知のＡＦ（オートフォーカス）制御に応じて合焦動作を行うＡＦモードと、撮影者からの
手動入力に応じて合焦動作を行うＭＦ（マニュアルフォーカス）モードとが切替可能にな
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っている。
　図１は、第１実施形態の交換レンズを示す分解斜視図である。
　図２は、図１に示す交換レンズの光軸を含む断面図である。ここで、この図２は、交換
レンズに備えられた後述する最終ギアを含む部分を示している。
　図３は、図２の交換レンズに備えられた各ギアの配置を示す図であり、交換レンズを光
軸方向からみた図である。
【００１１】
　図２に示すように、交換レンズ１は、第１レンズ群Ｌ１、第２レンズ群Ｌ２、第３レン
ズ群Ｌ３、第１レンズ群室１０、第２レンズ群室２０、第３レンズ群保持筒３０、固定筒
４０、外筒５０、フォーカス操作筒６０、ズーム操作筒７０、及び、駆動部８０を備えて
いる。なお、図１は、レンズ群Ｌ１～Ｌ３及びズーム操作筒７０を省略している。
　第１レンズ群Ｌ１、第２レンズ群Ｌ２、第３レンズ群Ｌ３は、３群構成のズームレンズ
を形成するものであり、光軸方向の被写体側から像側（撮影者側）に向かってこの順番で
配置されている。交換レンズ１は、ズーム動作時に第１レンズ群Ｌ１と第３レンズ群Ｌ３
とが光軸方向に移動し、合焦動作時に第２レンズ群Ｌ２が光軸方向に移動するようになっ
ている。
【００１２】
　第１レンズ群室１０及び第２レンズ群室２０は、ともに円環状に形成され、その内径側
にそれぞれ第１レンズ群Ｌ１、第２レンズ群Ｌ２を保持する枠体である。
　第３レンズ群保持筒３０は、第３レンズ群Ｌ３を保持する円筒形状の部材である。
【００１３】
　固定筒４０は、交換レンズ１がカメラ本体に装着された状態において、カメラ本体に対
する移動が制限される筒体である。上述の第１レンズ群室１０、第２レンズ群室２０、及
び、第３レンズ群保持筒３０は、それぞれ固定筒４０の内径側に収容されている。この固
定筒４０の径方向の中心は、レンズ群Ｌ１～Ｌ３の光軸Ｏと略一致している。
【００１４】
　外筒５０は、交換レンズ１の外観面の一部を形成する筒体であり、固定筒４０の外径側
に配置されている。外筒５０は、その径方向寸法が固定筒４０よりも大きく形成されてお
り、外筒５０と固定筒４０との間には、空間部Ｓが形成されている。
　外筒５０は、光軸方向の中間部分から像側の端部に向けてその径方向寸法が次第に小さ
くなるように形成されており、光軸方向像側の端部近傍が固定筒４０の光軸方向像側の端
部に接続されている。
　外筒５０は、光軸方向像側の端部であって、上記固定筒４０との接続部よりも光軸方向
像側の部分に鏡筒側マウント５１を備えている。
　鏡筒側マウント５１は、カメラ本体に備えられたカメラ側マウント（図示省略）と協働
同して交換レンズ１をカメラ本体に着脱可能に固定するものである。
【００１５】
　フォーカス操作筒６０は、固定筒４０の外径側に配置された筒体であり、固定筒４０に
対して略同心に配置されている。
　フォーカス操作筒６０は、固定筒４０に対して光軸回りに回転可能に設けられ、撮影者
がＭＦ操作を行う際には、固定筒４０に対して手動で回転されるようになっている。交換
レンズ１は、図示しないフォーカス用カム機構を備えており、フォーカス操作筒６０の回
転に連動して第２レンズ群Ｌ２を保持する第２レンズ群室２０が光軸方向に進退動作を行
うようになっている。
【００１６】
　ズーム操作筒７０は、フォーカス操作筒６０の外径側に配置された筒体であり、固定筒
４０及びフォーカス操作筒６０に対して略同心に配置されている。
　ズーム操作筒７０は、ズーム操作時に撮影者によって固定筒４０に対して光軸回りに回
転されるようになっている。交換レンズ１は、図示しないズーム用カム機構を備えており
、ズーム操作筒７０の回転に連動して第１レンズ群Ｌ１及び第３レンズ群Ｌ３が光軸方向
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に進退動作を行うようになっている。
【００１７】
　駆動部８０は、ＡＦ制御時に図示しないＡＦ制御部からの信号に応じて移動筒６０を光
軸回りに回転させる部分である。
　駆動部８０は、図１に示すように、支持部８１、超音波モータ８２（ＳＷＭ８２）、ピ
ニオン８３、中間ギア８４、最終ギア８５、フォーカス操作筒側ギア８６、及び、カバー
８７を備えている。
【００１８】
　支持部８１は、後述するＳＷＭ８２、中間ギア８４、最終ギア８５を固定筒４０に対し
て支持する部分である。支持部８１は、ＳＷＭ支持部８１ａ及び軸受部８１ｂを備えてい
る。
　ＳＷＭ支持部８１ａは、後述するＳＷＭ８２、中間ギア８４、及び、最終ギア８５の回
転軸８５ｃ（図２参照）の一端側を支持するものである。ＳＷＭ支持部８１ａは、固定筒
４０の外周面の一部からその外径側につば状に突き出して形成された部分であり、固定筒
４０に一体に形成されている。
　軸受部８１ｂは、最終ギア８５の回転軸８５ｃの他端側を支持するものである。軸受部
８１ｂは、ＳＷＭ支持部８１ａよりも光軸方向被写体側に設けられ、固定筒４０の外周面
の一部からその外径側に突き出して形成されている。この軸受部８１ｂも固定筒４０に一
体に形成されている。
【００１９】
　ＳＷＭ８２は、圧電素子の伸縮動作時に発生する進行性振動波を回転運動に変換して出
力する電動アクチュエータであり、出力軸８２ａを備えている。
　ＳＷＭ８２は、ＳＷＭ支持部８１ａの光軸方向像側を向いた面部に固定されており、上
述の出力軸８２ａは、ＳＷＭ支持部８１ａを貫通してＳＷＭ支持部８１ａよりも光軸方向
被写体側に突き出している。
【００２０】
　ピニオン８３は、ＳＷＭ８２の出力軸８２ａの先端部に設けられたギアであり、ＳＷＭ
８２の出力軸８２ａと一体に回転するようになっている。
　中間ギア８４は、ピニオン８３に隣接して配置された段付きギアであり、ＳＷＭ８２の
出力を後述する最終ギア８５に減速して伝達するようになっている。中間ギア８４の回転
軸８４ａ（図３参照）は、一方の端部がＳＷＭ支持部８１ａに支持されている。
【００２１】
　最終ギア８５は、中間ギア８４の回転をフォーカス操作筒６０に伝達するギアであり、
入力側ギア８５ａ、出力側ギア８５ｂ及び回転軸８５ｃを備えている。
　入力側ギア８５ａは、中間ギア８４に噛み合ったギアである。出力側ギア８５ｂは、後
述するフォーカス操作筒側ギア８６に噛み合ったギアである。
　入力側ギア８５ａ及び出力側ギア８５ｂは、中空の筒状に形成された接続筒８５ｄ（図
２参照）によって接続されており、一体で回転するようになっている。回転軸８５ｃ（図
２参照）は、接続筒８５ｄを貫通しており、その一端がＳＷＭ支持部８１ａに、他端が軸
受部８１ｂに軸支されている。
【００２２】
　フォーカス操作筒側ギア８６は、フォーカス操作筒６０の内周面の一部に形成された内
歯車（セグメントギア）であり、最終ギア８５の出力側ギア８５ｂに噛み合っている。
　ここで、上述したＳＷＭ８２の出力軸８２ａ、中間ギア８４の回転軸８４ａ、最終ギア
８５の回転軸８５ｃは、それぞれ光軸Ｏに平行となっている。そして、これらの出力軸８
２ａ、回転軸８４ａ、８５ｃは、光軸Ｏを中心とする円弧（図３における符号Ａ）上に配
置されている（図３参照）。
　カバー８７は、上述したピニオン８３、中間ギア８４、最終ギア８５を保護するための
ものであり、固定筒４０に対して図示しないビスによって固定されている（図１参照）。
【００２３】
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　この交換レンズ１は、ＡＦモードにおいては、例えば、カメラ本体に設けられたＡＦ制
御部からの信号に応じてＳＷＭ８２が駆動され、ＳＷＭ８２の出力軸８２ａが回転する。
出力軸８２ａの回転力は、中間ギア８４を介して最終ギア８５に伝達される。
　最終ギア８５は、その回転によってフォーカス操作筒６０を光軸回りに回転させる。フ
ォーカス操作筒６０は、その回転によってフォーカス用カム機構を介して第２レンズ群Ｌ
２を保持した第２レンズ群室２０を光軸方向に進退動作させ、交換レンズ１は、これによ
ってＡＦが行われる。
　一方、交換レンズ１は、ＭＦモードにおいては、フォーカス操作筒６０が撮影者によっ
て手動で光軸回りに回転操作される。フォーカス操作筒６０は、ＡＦモードと同様にその
回転によって第２レンズ群室２０を光軸方向に進退させ、交換レンズ１はこれによってＭ
Ｆが行われる。
【００２４】
　以上説明した交換レンズ１によれば、以下の効果を得ることができる。
（１）ＳＷＭ８２、ピニオン８３、及び、最終ギア８５を予めユニット化し、この駆動ユ
ニットを固定筒に取り付ける交換レンズ（以下、比較形態の交換レンズと称する。この比
較形態交換レンズは、図示を省略する）を考えると、この比較形態の交換レンズは、駆動
ユニットと固定筒との取付部に生じる組立誤差等により、固定筒と駆動ユニットとの位置
関係が不安定になる可能性がある。
　そして、このような駆動ユニットの固定筒に対する組立精度の低下は、最終ギアとフォ
ーカス操作筒側ギアとの噛み合い不良の原因となり、駆動精度の低下や、駆動時に発生す
る音が大きくなる可能性がある。
　これに対し、本実施形態の交換レンズ１は、ＳＷＭ８２、中間ギア８４、及び、最終ギ
ア８５の回転軸８５ｃの一端側を支持するＳＷＭ支持部８１ａ、及び、最終ギア８５の回
転軸８５ｃの他端側を支持する軸受部８１ｂがともに固定筒４０に一体に設けられている
。このように、固定筒４０がＳＷＭ８２、中間ギア８４及び最終ギア８５を直接保持する
構成としたから、最終ギア８５とフォーカス操作筒側ギア８６との位置関係が安定する。
したがって、最終ギア８５の出力側ギア８５ｂとフォーカス操作筒側ギア８６との噛み合
い不良を防止でき、ＡＦを精度よく行うことができる。
　また、実施形態の交換レンズ１は、比較形態の交換レンズに対して駆動ユニットを固定
筒に組み付ける工程が不要であるので、製造工数を低減できる。
【００２５】
（２）ＳＷＭ８２の出力軸８２ａ、中間ギア８４の回転軸８４ａ、及び、最終ギア８５の
回転軸８５ｃを、光軸Ｏを中心とする円弧Ａ上に配置したから、これらを固定筒４０の外
周面に沿って配置することができる。したがって、固定筒４０と外筒５０との間に設けら
れた空間部Ｓを有効に使用することができ、交換レンズ１をコンパクトにすることができ
る。
（３）最終ギア８５とフォーカス操作筒側ギア８６との位置関係が安定するので、フォー
カス用カム機構がＳＷＭ８２に対して与える負荷の評価を確実に行うことができる。これ
に対し、上記比較形態の交換レンズは、最終ギア８５とフォーカス操作筒側ギア８６との
位置関係が、交換レンズの個体によって異なる可能性があるので、ＳＷＭ８２に対する負
荷の評価が困難である。
（４）ギア列（ピニオン８３、中間ギア８４、最終ギア８５）を覆うカバー８７を設けた
ので、ＡＦ動作時の静音性が向上する。
【００２６】
［第２実施形態］
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。この実施形態２において、上述した実
施形態１と同様な機能を果たす部分には、同一の符号又は末尾に統一した符号を付して、
重複する説明や図面を適宜省略する。
　図４は、第２実施形態の交換レンズを示す分解斜視図である。
　図５は、図４に示す交換レンズの光軸を含む断面図である。
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　第２実施形態の交換レンズ１０１は、第１実施形態の交換レンズ１に備えられた固定筒
４０が１ピース構造であったのに対し、固定筒１４０が２ピース構造となっている点が異
なっている。また、駆動部１８０に備えられた最終ギア１８５は、入力側ギア１８５ａ、
出力側ギア１８５ｂ及び回転軸１８５ｃが一体に形成されている。
　以下、固定筒１４０及び最終ギア１８５に着目して説明する。
【００２７】
　固定筒１４０は、像側筒部１４０ａと被写体側筒部１４０ｂとを備えている。
　像側筒部１４０ａと被写体側筒部１４０ｂとは、ほぼ同じ径方向寸法を有する筒体であ
り、それぞれその中心が光軸Ｏと略一致している。像側筒部１４０ａは、被写体側筒部１
４０ｂに対し、光軸方向像側に配置されている。像側筒部１４０ａと被写体側筒部１４０
ｂとは、例えば、図示しないねじによって接続され、一体的に扱うことができるようにな
っている。
　ここで、ＳＷＭ８２、中間ギア８４、最終ギア１８５の回転軸１８５ｃの一端側を軸支
する支持部８１ａは、像側筒部１４０ａに一体に設けられ、最終ギア１８５の回転軸１８
５ｃの他端側を軸支する軸受部８１ｂは、被写体側筒部１４０ｂに一体に設けられている
。
【００２８】
　また、第１実施形態の最終ギア８５の回転軸８５ｃが、入力側ギア８５ａ及び出力側ギ
ア８５ｂに対して別部材であったのに対し、第２実施形態の最終ギア１８５は、図５に示
すように、入力側ギア１８５ａ、出力側ギア１８５ｂ及び回転軸１８５ｃが一体に形成さ
れている。この最終ギア１８５は、各ギア（１８５ａ、１８５ｂ）と回転軸１８５ｃとが
一体化されているので、各ギアと回転軸１８５ｃとのがたつきがなく、中間ギア８４及び
フォーカス操作筒側ギア８６との噛合精度を向上することができる。
【００２９】
　第２実施形態の交換レンズ１０１も、実施形態１の交換レンズ１と同様に、駆動部１８
０（ＳＷＭ８２、中間ギア８４、最終ギア１８５）を支持する支持部８１が固定筒１４０
に一体に設けられているので、最終ギア１８５とフォーカス操作筒側ギア８６との噛み合
い不良を防止でき、ＡＦを精度よく行うことができる。
　また、固定筒１４０を２ピース構成としたので、各ギア（１８５ａ、１８５ｂ）と回転
軸１８５ｃとが一体化された最終ギア１８５を固定筒１４０に容易に装着することができ
る。
【００３０】
［変形形態］
　本発明は、以上説明した実施形態に限定されることなく、種々の変形や変更が可能であ
って、それらも本発明の技術的範囲内である。
（１）本発明を適用したレンズ鏡筒の構成は、実施形態に記載したものに限らず、適宜変
更が可能である。例えば、レンズ鏡筒に備えられるアクチュエータは、ズームレンズを駆
動するズームモータであってもよい。また、アクチュエータの種類も限定されず、例えば
、ステッピングモータ等であってもよい。
（２）実施形態において、ギア列を支持する支持部は、固定筒の外径側に突き出して形成
されたが、支持部の構成はこれに限らず、例えば、固定筒の内径側に突き出していてもよ
い。また、固定筒の一部を内径側に凹ませ、この凹部に支持部を設けてギア列を支持して
もよい。
（３）実施形態のレンズ鏡筒は、カメラ本体に装着される交換レンズであったが、レンズ
鏡筒は、これに限らず、例えば、レンズ鏡筒とカメラボディが一体化されたカメラに備え
られたレンズ鏡筒であってもよい。
（４）実施形態は、アクチュエータの出力をギア列によって移動部に伝達したが、駆動力
を伝達する回転部材は、これに限らず、例えば、摩擦車やプーリ等を含んでいてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
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【図１】第１実施形態の交換レンズを示す分解斜視図である。
【図２】図１に示す交換レンズの光軸を含む断面図である。
【図３】図１に示す交換レンズに備えられた各ギアの配置を示す図である。
【図４】第２実施形態の交換レンズを示す分解斜視図である。
【図５】図４に示す交換レンズの光軸を含む断面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　交換レンズ　：　４０　固定筒　：　６０　移動筒　：　８１　支持部　：　８４
　中間ギア　：　８４ａ　回転軸　：　８５　最終ギア　：　８５ｃ　回転軸　：　Ｌ２
　第２レンズ群

【図１】 【図２】
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【図５】
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